
ヴ
ォ
イ
ス
オ
ブ
ア
ー
ス
�株

イ
ン
ド
の
伝
承
医
学
の
普
及

�株
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
ズ
パ
ー
ト
ナ
ー

Ｍ
＆
Ａ
の
仲
介

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

所
在
地

中
区
本
川
町
二
丁
目
一
―
九

川
本
ビ
ル
四
階

資
本
金

四
万
円

設

立

０８
・
５
・
８

役

員

�社
末
田
靖
彦

代
表
は
オ
ラ
ン
ダ
の
マ
ハ
リ
シ
・
ヴ
ェ

ー
ダ
大
学
で
Ｔ
Ｍ
（
ト
ラ
ン
セ
ン
デ
ン
タ

ル
・
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
�
超
越
瞑
想
）

の
教
師
養
成
コ
ー
ス
を
修
了
。
９
５
年
か

ら
「
マ
ハ
リ
シ
総
合
研
究
所
」
の
広
島
セ

ン
タ
ー
を
個
人
営
業
し
て
き
た
。
事
業
拡

大
の
た
め
法
人
化
。
マ
ハ
リ
シ
と
は
人
の

名
で
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
な
ど
の
著
名
人
に
瞑

想
を
指
導
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
欧
米

を
中
心
に
世
界
各
国
に
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、

Ｔ
Ｍ
は
約
六
〇
〇
万
人
の
実
践
者
が
い
る

と
い
う
。
イ
ン
ド
の
伝
承
医
学
「
ア
ー
ユ

ル
ヴ
ェ
ー
ダ
」
の
知
識
や
瞑
想
の
指
導
の

ほ
か
、
オ
イ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施
術
、
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
は
ち
み
つ
（
二
五
〇
�
、
七

五
〇
〇
円
）
や
三
種
類
の
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー

（
各
一
五
〇
〇
円
）
な
ど
の
自
然
食
品
を

販
売
す
る
。
健
康
増
進
や
病
気
予
防
に
関

す
る
講
演
、
出
版
事
業
の
ほ
か
、
菜
食
中

心
の
料
理
教
室
の
運
営
も
予
定
す
る
。
営

業
エ
リ
ア
は
中
四
国
。
４
月
決
算
。
�銀
三

菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
。�電
五
〇
三
―
四
八
六
六
。

所
在
地

中
区
上
八
丁
堀
四
―
二
七

資
本
金

五
〇
〇
万
円

設

立

０８
・
５
・
１

役

員

�社
松
浦
辰
行

税
理
士
の
松
浦
辰
行
氏
と
光
廣
昌
史
氏
、

司
法
書
士
の
島
本
章
生
氏
が
共
同
で
設
立
。

そ
れ
ぞ
れ
約
二
〇
年
間
の
経
験
を
生
か
し

て
、
中
小
企
業
向
け
に
Ｍ
＆
Ａ
（
合
併
・

買
収
）
の
仲
介
を
す
る
。
今
秋
、
専
用
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
本
格
的
に
営
業

を
開
始
予
定
。
事
務
所
は
、
同
所
の
島
本

総
合
司
法
書
士
法
人
内
に
置
く
。�従
三
人
、

４
月
決
算
。
�電
二
二
二
―
二
一
八
一
。

▽
マ
ツ
ダ
が
冠
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ
た
プ

ロ
野
球
の
球
宴
「
マ
ツ
ダ
オ
ー
ル
ス
タ
ー

ゲ
ー
ム
２
０
０
８
」
は
、
５
月
３１
日
か
ら

順
次
、
フ
ァ
ン
投
票
を
始
め
た
。
今
年
は

初
め
て
、
西
日
本
の
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
（
Ｓ
Ａ
）
六
九
ヵ
所
で
も
受
け

付
け
る
。
県
内
の
Ｓ
Ａ
で
は
、
山
陽
自
動

車
道
の
宮
島
、
小
谷
、
福
山
、
中
国
自
動

車
道
の
安
佐
、
吉
和
で
実
施
。
公
式
投
票

用
紙
に
、
お
気
に
入
り
の
選
手
を
マ
ー
ク

し
、
備
え
付
け
投
票
箱
に
投
函
す
る
。
試

合
は
７
月
３１
日
に
京
セ
ラ
ド
ー
ム
で
、
翌

日
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
。
公
式
戦
の

あ
る
各
球
場
を
は
じ
め
、
コ
ン
ビ
ニ
店
、

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
有
名
書
店
の
ほ
か
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
か
ら
も
投
票

で
き
る
。

Ｃ
型
慢
性
肝
炎

は
、
最
近
、
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
を

含
め
た
治
療
が
進

歩
し
て
、
格
段
の

治
療
成
績
の
進
歩
を
遂
げ
て
き
て
お
り
ま

す
。
最
近
ま
で
、
日
本
人
に
多
い
Ｉ
ｂ
型

高
ウ
イ
ル
ス
量
の
方
の
治
療
は
困
難
を
極

め
、
高
価
な
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
を
使
用

し
、
幾
多
の
副
作
用
と
戦
い
な
が
ら
治
療

を
し
て
も
、
惨
憺
た
る
成
績
（
一
割
程
度

有
効
）
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
リ
バ
ビ

リ
ン
と
い
う
併
用
薬
の
出
現
で
治
療
成
績

の
向
上
（
四
割
程
度
有
効
）
が
見
ら
れ
、

さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
自
体
も
ペ
グ

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
と
な
っ
て
そ
れ
ま
で

毎
日
と
か
隔
日
に
注
射
を
打
つ
必
要
が
あ

っ
た
の
が
、
一
週
間
に
一
度
の
注
射
で
す

む
よ
う
に
な
り
、
一
年
間
の
治
療
継
続
で

飛
躍
的
に
有
効
率
も
増
し
て
き
ま
し
た（
リ

バ
ビ
リ
ン
と
併
用
で
六
割
程
度
有
効
）。２

ａ
型
な
ど
、
よ
り
短
い
期
間
で
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
治
療
の
有
効
性
の
高
い
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す（
八
〜
九
割
有
効
）。
こ

れ
ら
の
治
療
法
は
（
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

や
リ
バ
ビ
リ
ン
に
よ
る
）副
作
用
を
含
め
、

以
前
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
病
態
に
よ
る
治
療
法
が
確
立

さ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
特
に
女
性
は
年
齢
に
よ
る
有
効
率
の

違
い
が
著
明
で
あ
り
、
若
い
ほ
ど
成
績
が

良
く
五
〇
歳
以
降
は
急
激
に
有
効
率
が
落

ち
ま
す
。
男
性
で
も
高
血
圧
や
糖
尿
病
の

合
併
症
が
高
齢
者
ほ
ど
増
え
る
た
め
で
き

る
だ
け
早
く
治
療
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く

は
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
ロ
ン
を
使
用
し
て
は
い
け
な
い
方

を
選
別
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
普
段
か

ら
う
つ
傾
向
の
あ
る
方
や
、
精
神
的
に
不

安
定
な
方
は
、無
理
に
治
療
に
は
い
る
と
、

自
殺
を
し
た
り
、
錯
乱
状
態
に
な
っ
た
り

と
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
で
眼

底
出
血
を
起
こ
し
そ
う
な
方
は
失
明
の
お

そ
れ
も
あ
り
、
事
前
に
眼
科
受
診
は
必
須

で
す
。
肝
臓
専
門
医
の
下
で
慎
重
に
治
療

を
行
え
ば
治
療
成
績
も
良
好
と
な
り
安
全

に
治
療
が
で
き
る
わ
け
で
す
。
ま
た
最
近

の
デ
ー
タ
で
は
、
よ
り
長
く
治
療
を
行
う

ほ
ど
有
効
率
が
高
い
こ
と
も
分
か
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
県
の
支
援
も
始
ま
っ
て
お

り
、
経
済
面
で
の
問
題
が
改
善
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
、
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肝

炎
、
肝
癌
の
発
症
の
よ

り
少
な
く
な
る
日
が
近

づ
い
て
き
て
い
る
よ
う

で
す
。

最
近
の
Ｃ
型
慢
性
肝
炎
治
療

広
島
市
医
師
会
理
事

古
川
医
院
副
院
長

大
谷

博
正

（20）
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